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1 月号 

1 月の映画会 

「いぬのえいが」 

 

日時 1月 28 日 土 14 00  
場所 中央図書  室 
※お申 み不  
2005 年公   96 分  

害 用日本 字幕付  
出演 中村獅童、伊 咲、ほか 
 

笑ったぶんだけ、楽しくなれる。 
泣いたぶんだけ、優しくなれる。 

 
「いぬ」と「ひと」の愛情に 

満ちあふれた 11 の物  
 

児童 架 おはなしコーナー 

1 月の み かせ 
申 不 です。お気 にどうぞ♡ 

 
◆ 図書 ボランティア み かせ 

1 月 8 日 日 14 00  

◆ ちゃん向け み かせ 
1 月 12 日 木 13 30  

◆ ばらの会 
1 月 21 日 土 14 00  
おめでとう おひさま 絵本  
かさじぞう かみしばい  

◆ あすなろの会 
1 月 22 日 日 14 00  
十二支のおはなし 絵本  
おせちのおしょうがつ 絵本  
おりがみあそび 

明けましておめでとうございます 

今年もよろしくお願いします 
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新年になって新しい暦になりました。干支 えと は皆さん気にしますが、十干 じっかん につ
いてはご存じですか 甲 こう ・乙 おつ ・丙 へい ・丁 てい ・戊 ぼ ・己 き ・庚 こう ・

しん ・壬 じん ・癸 き の 10 の 素から成り立ちます。古代中国から伝えられ、 五
木・火・土・ ・水 に当てはめて、2つずつを木 もく・き 火 こん・か 土 と・つち
こん・か 水 すい・みず とし、さらに を割り当てています。「甲」を「木の兄」 きのえ 、

「乙」を「木の弟」 きのと などと呼ぶようになりました。「兄」は「 」で「弟」は「 」となり
ます。「干支」を「えと」と呼ぶのは、この「兄弟」 えと に由来するそうです。 

現代の生活と密接な わりのある「暦」を一度じっくり んでみませんか  
 
参 文献  暦のすべてがわかる本 148 タ  嶋 山・前田孝夫 

 暮らしに役立つ暦の 方・つかい方 449.8 マ  松田 夫 
 暦 こよみ 入   ー暦のすべてー 449.3 ワ  渡 敏夫 

うさこは今年も 
がんばります♡ 

下岡崎 うさこ 

筑 市 展 
1 月 19 日 木 2月 1 日 水  

★ とは…★ 

  ｔ���の略 
学校等で新耟を教材にして勉強する学羓方法 

いさのこ図書飩 2017詮書イベント 
12 月 21 日�水��1 月 21 日�土� 
 
「���コンテスト」 伊譄小学校 

エントランスギャラリー 

一 般 書 
1. 火 花 又 吉  直 樹 

2. 虚 ろ な 十 字 架 東 野  圭 吾 

3. 天 才 石原 慎太郎 

4. 人 魚 の 眠 る 家 東 野  圭 吾 

5. ユ ー ト ピ ア 湊  か な え 

6. 祈りの幕が下りる時 東 野  圭 吾 

7. 海の見える理髪店 荻 原  浩 

8. 羊 と 鋼 の 森 宮 下  奈 都 

9. 異 類 婚 姻 譚 本谷 有希子 

10. 豆 の 上 で 眠 る 湊  か な え 

絵 本 
1. アンパンマンとナガネギマン や なせ  たか し 

2. へ ん し ん ト ン ネ ル  あきやま ただし 

3. は ら ぺ こ あ お む し  エリック＝カール 

4. へ ん し ん マ ラ ソ ン  あきやま ただし 

5. 100 万回生きたねこ 佐 野  洋 子 

6. クレヨンからのおねがい ドリュー・デイウォルト 

7. アンパンマンをさがせ！1 や なせ  たか し 

8. アンパンマンをさがせ！3 や なせ  たか し 

9. ノンタンいたいのとんでけ～☆ キ ヨノ  サチ コ 

10. ご あ い さ つ あ そ び  きむら ゆういち 

２０１６年・年間ベストリーダー

一般書は、賞を受賞した作品の貸出が多く見受けられました。その中でも「東野圭吾」や「湊かなえ」の中に、

大御所「石原慎太郎」の存在感が光っています。『田中角栄』を持ってくるあたりがニクイですね。絵本はアンパ

ンマンつよし！ 児童書は『かいけつゾロリ』シリーズの独壇場でしたので、割愛させていただきました。 


